
寺岡　公章

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

児
童
生
徒
の
様
子
に
つ
い
て

登校する子ども達

第 3 回定例会 一 般 質 問

問  

①
臨
時
休
校
明
け
、
こ
の
約
１

週
間
の
児
童
生
徒
の
様
子
は
い
か
が

で
す
か
。
特
に
小
中
の
新
１
年
生
に

つ
い
て
い
か
が
で
し
ょ
う
。

②
休
校
前
と
明
け
で
、
登
校
で
き
な

い
児
童
生
徒
に
変
化
は
あ
り
ま
す

か
。

③
休
校
中
の
ネ
グ
レ
ク
ト
や
Ｄ
Ｖ
な

ど
、
児
童
虐
待
に
つ
な
が
る
相
談
や

情
報
は
あ
り
ま
し
た
か
。

④
学
力
定
着
に
つ
い
て
、
今
後
の
学

校
で
の
取
り
組
み
を
ど
う
工
夫
し
ま

す
か
。

⑤
ご
家
庭
に
ご
協
力
い
た
だ
く
点
な

ど
を
交
え
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
意

識
し
た
学
校
生
活
を
ご
紹
介
く
だ
さ

い
。

答  

教
育
長　
①
久
し
ぶ
り
の
学
校
生

活
を
喜
び
、
落
ち
着
い
て
授
業
を
受
け
て

い
ま
す
。
１
年
生
も
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き

て
い
る
よ
う
で
す
。

②
少
人
数
で
の
授
業
や
担
任
教
員
の
丁

寧
な
指
導
で
気
持
ち
が
安
定
し
、
６
月
か

ら
も
登
校
で
き
て
い
る
児
童
生
徒
も
い

ま
す
。

③
児
童
虐
待
の
相
談
や
情
報
は
、
現
時
点

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
可
能
な
限
り
授
業
時
数
を
確
保
し
ま

す
。
学
習
内
容
の
定
着
状
況
を
把
握
し

て
、
補
充
の
授
業
や
家
庭
学
習
で
学
習
の

遅
れ
を
補
う
よ
う
努
め
ま
す
。

⑤
家
庭
で
は
、
毎
朝
の
検
温
と
健
康
観

察
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
発
熱
等
の
場
合
は

登
校
し
な
い
等
の
協
力
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
今
後
も
基
本
的
な
感
染
対

策
の
継
続
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
学
校
で
は
、
様
々
な
場
面
で
「
新
し

い
生
活
様
式
」
を
取
り
入
れ
た
対
応
を
し

て
い
ま
す
。

寺岡　公章
●コロナ禍における児童生徒の様子について

山本　孝三
●コロナウイルス感染防止・支援対策について
●谷和地区のオオサンショウウオの保護について

和田　芳弘
●空家等対策について

小中　真樹雄
●小学校・中学校の授業消化について問う
●オンライン授業の準備状況について問う

原田　孝徳
● 福祉施設や事業所における介護職員の一つの基準
を示すための表彰制度について

日域　究
● コロナのせいで見えた麹町中学校。ギガスクール
構想って何ですか

網谷　芳孝
● 玖波地域の活性化のための玖波駅のエレベーター
設置について

●大竹市立の小学校・中学校の学校選択制について

西村　一啓
● 第５次総合計画の今後の取組や予定及び計画につ
いて
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第 3 回定例会 一 般 質 問

山本　孝三

和田　芳弘

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の

保
護
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

空き家バンクポスター

　

特
定
空
家
等
と
は
、
建
物
全
体
の

損
傷
が
激
し
く
倒
壊
の
危
険
の
高
い

空
き
家
の
こ
と

解説

問  

予
防
・
検
査
体
制
の
充
実
・
強

化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
大
竹
市
内
の

医
療
機
関
で
抗
体
検
査
の
実
施
・
予

防
措
置
の
強
化
に
つ
い
て
、
ま
た
、

市
民
生
活
・
教
育
・
医
療
・
介
護
の

各
行
政
分
野
に
対
す
る
一
層
の
支
援

を
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
市
長
の

対
応
を
伺
い
ま
す
。

答  

市
内
の
医
療
機
関
で
の
検
査
等
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
検
査
体
制
強
化
の
指
針

が
国
か
ら
示
さ
れ
、
県
で
も
検
査
体
制
の

拡
充
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。

　
支
援
に
つ
い
て
は
、
国
の
財
源
を
活
用

し
な
が
ら
、
優
先
度
の
高
い
支
援
を
着
実

に
行
え
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問  

谷
和
地
域
に
お
け
る
大
規
模
太

陽
光
発
電
事
業
が
開
発
業
者
の
開
発

計
画
申
請
ど
お
り
許
可
さ
れ
ま
し

た
。
飲
料
水
の
汚
染
・
河
川
災
害
・

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
（
特
別
天
然

記
念
物
）
へ
の
環
境
悪
化
・
命
の
水

の
汚
染
等
、
市
民
の
心
配
は
深
刻
で

す
。
市
教
育
委
員
会
と
し
て
オ
オ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
保
護
に
ど
う
取
り

組
み
ま
す
か
。

答  

教
育
長　
国
の
特
別
天
然
記
念
物

の
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
国
民
全
体
で

守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
教
育

委
員
会
と
し
て
も
、
全
国
の
様
々
な
地
域

で
主
に
住
民
主
体
で
行
わ
れ
て
い
る
保
護

活
動
を
参
考
と
し
て
、
地
域
住
民
の
皆
様

の
保
護
活
動
の
支
援
や
連
絡
体
制
の
構
築

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問  

現
在
、
市
内
に
も
空
き
家
が
多

く
み
ら
れ
、
老
朽
化
し
た
危
険
な
空

き
家
も
あ
る
。
市
街
地
に
お
け
る
特

定
空
家
等
の
認
定
状
況
等
を
問
う
。

　

ま
た
、
空
き
家
の
有
効
利
用
に
つ

い
て
、
大
竹
市
で
は
、
目
立
っ
た

損
傷
が
認
め
ら
れ
な
い
空
き
家
は

３
０
０
件
近
く
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
空
き
家
バ
ン
ク
を
設
置
し
、
空

き
家
の
情
報
を
提
供
す
る
と
あ
り
ま

す
が
、
空
き
家
の
所
有
者
に
利
活
用

等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答  

平
成
29
年
度
の
調
査
に
よ
り
老
朽
度

が
高
い
と
判
定
し
た
空
き
家
の
う
ち
、
危

険
度
が
高
く
近
隣
へ
の
影
響
度
も
高
い
11

件
を
特
定
空
家
等
の
候
補
と
し
て
、
所
有

者
の
調
査
を
行
い
、
順
次
、
特
定
空
家
等

に
認
定
し
て
い
ま
す
。
所
有
者
が
家
屋
を

解
体
す
る
こ
と
が
第
一
と
考
え
、
認
定
前

に
所
有
者
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
指
導

助
言
を
中
心
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
は

な
く
、
十
分
な
利
活
用
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。
現
状
の
打
開
に
は
、
空
き
家
補
助

制
度
の
拡
充
や
、
議
員
御
提
案
の
空
き
家

所
有
者
へ
の
意
向
調
査
と
、
そ
の
後
の
所

有
者
対
応
な
ど
の
取
組
に
加
え
、
定
住
促

進
や
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
で
の
空
き
家
の

利
活
用
も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
が
、様
々

な
課
題
も
あ
り
、
今
後
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
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市の考えを問う

小中　真樹雄

原田　孝徳

小
・
中
学
校
の
授
業

消
化
に
つ
い
て
問
う

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の

準
備
状
況
に
つ
い
て
問
う

福
祉
施
設
等
、
介
護
職
員
の

表
彰
制
度
に
つ
い
て

体験授業で説明を聞く児童

問  

小
・
中
学
校
の
授
業
消
化
が
遅

れ
て
い
ま
す
。
①
夏
休
み
の
短
縮
規

模
、
冬
休
み
は
ど
れ
く
ら
い
に
な

り
ま
す
か
。
②
土
曜
日
の
授
業
実
施

は
。
③
夏
休
み
に
授
業
を
行
う
と
し

て
、
エ
ア
コ
ン
設
置
率
は
。
④
児
童・

生
徒
の
健
康
管
理
や
教
員
の
方
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
か
。
⑤
授
業
の
遅
れ
に

よ
る
受
験
生
の
不
安
に
ど
う
応
え
て

い
き
ま
す
か
。

答  

教
育
長　
①
休
業
日
は
夏
季
が
８

月
１
日
か
ら
23
日
ま
で
、
冬
季
は
未
定
で

す
。
②
児
童
生
徒
の
負
担
等
を
考
慮
し
、

実
施
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
③
普
通
学
級

は
設
置
済
み
で
す
が
、
特
別
教
室
は
未
設

置
の
所
が
あ
り
ま
す
。
④
熱
中
症
等
に
注

意
し
感
染
症
対
策
を
行
い
、教
職
員
へ
は
、

休
暇
を
取
得
し
や
す
く
す
る
な
ど
し
ま

す
。
⑤
個
別
の
教
育
相
談
を
実
施
し
、
受

験
生
の
進
路
へ
の
不
安
等
の
解
消
に
努
め

ま
す
。

問  

新
型
コ
ロ
ナ
の
第
２
波
に
備
え

た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
へ
の
準
備
に
つ

い
て
問
い
ま
す
。
①
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

配
備
状
況
は
。
②
ま
た
教
員
の
方
の

習
熟
度
は
。
③
W
i
‒
F
i
環
境

の
な
い
家
庭
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
。
早

急
な
体
制
構
築
が
不
可
欠
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

答  

教
育
長　
①
配
備
数
が
多
い
学
校

で
も
１
学
級
分
程
度
で
、
今
年
度
中
に
１

人
１
台
の
端
末
整
備
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
②
教
職
員
の
技
能
に
個
人
差
が
あ
る

た
め
、
研
修
を
実
施
予
定
で
す
。
③
今
後

調
査
し
て
実
態
を
把
握
し
、
対
応
を
検
討

し
ま
す
。

問  

福
祉
施
設
等
を
利
用
す
る
と

き
、
介
護
職
員
の
実
務
経
験
等
の
情

報
を
知
る
こ
と
は
意
外
と
難
し
い
た

め
、
そ
の
一
つ
の
基
準
を
示
す
も
の

と
し
て
表
彰
制
度
を
提
案
す
る
。

　

こ
の
制
度
は
、
本
市
在
住
の
国
家

資
格
を
有
す
る
介
護
職
員
を
対
象

に
、
勤
続
年
数
に
合
わ
せ
て
表
彰
す

る
も
の
で
、
国
の
処
遇
改
善
や
介
護

職
員
不
足
の
問
題
を
解
消
し
、
地
域

の
高
齢
者
は
地
域
で
み
る
。
生
ま
れ

た
と
こ
ろ
で
、
良
い
環
境
の
も
と
最

良
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
。
こ
れ
を

当
た
り
前
に
す
る
た
め
、
本
市
に
経

験
豊
か
な
介
護
職
員
を
確
保
す
る
上

で
必
要
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
制
度
の
導
入
に
つ
い

て
と
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
介
護
職
員
不
足
の
問
題
を
本

市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
問

う
。

答  

介
護
職
員
の
人
材
不
足
の
解
決
に

は
、
処
遇
改
善
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、

特
定
の
介
護
職
員
へ
の
市
独
自
の
取
組

は
、
他
市
町
で
同
様
の
制
度
が
で
き
た
と

き
の
介
護
職
員
の
流
出
や
、
際
限
の
な
い

サ
ー
ビ
ス
合
戦
等
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
国

全
体
の
課
題
と
し
て
、
制
度
的
に
底
上
げ

さ
れ
る
こ
と
が
最
優
先
と
考
え
ま
す
。
処

遇
改
善
加
算
額
の
増
額
な
ど
、
国
の
制
度

改
正
の
効
果
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
事
業
所
を
選
ぶ
判
断
基
準
は
人
に
よ
っ

て
様
々
で
す
が
、
法
の
基
準
を
満
た
し
、

安
全
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
が
大

前
提
で
す
。
市
は
、
県
と
定
期
的
に
実
地

指
導
を
行
い
、
全
事
業
所
が
一
定
以
上
の

水
準
を
保
つ
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。ま
た
、

事
業
所
間
の
連
携
を
目
的
と
し
た
「
訪
問

介
護
事
業
所
連
絡
会
」
は
、
専
門
性
の
高

い
介
護
職
員
の
定
着
、
資
質
の
向
上
等
が

期
待
で
き
、今
後
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。
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第 3 回定例会 一 般 質 問

日域　究

網谷　芳孝

情
報
教
育
を
ど
う
推
進
し
ま
す
か

玖
波
地
域
活
性
化
に
伴
う

駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て

大
竹
市
立
小
学
校
・
中
学
校
の

学
校
選
択
制
に
つ
い
て

文科省のホームページより

玖波駅東口

問  

数
年
間
で
の
整
備
計
画
が
出
来

た
直
後
に
コ
ロ
ナ
休
校
と
な
り
、
学

校
へ
の
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導

入
が
一
気
に
進
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
問
題
は
ソ
フ
ト
を
ど
う
す
る
か
、

家
庭
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
ど
う
す
る
か
。
こ

れ
は
大
竹
市
の
問
題
で
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
は
ソ
フ
ト
が
命
で
す
。

日
本
教
育
新
聞
に
よ
れ
ば
、
正
の
整

数
、
負
の
整
数
と
言
う
単
元
に
今
は

20
時
間
も
掛
け
て
い
る
と
か
。
東
京

の
区
立
麹
町
中
学
校
の
例
で
は
こ
れ

ら
の
理
解
に
業
者
ソ
フ
ト
を
使
え
ば

大
幅
な
時
間
短
縮
に
な
る
そ
う
。
学

力
保
証
と
は
言
う
も
の
の
今
は
授
業

時
間
の
確
保
ま
で
。
真
に
学
力
を
保

証
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
機
会
を
生

か
し
て
一
気
に
学
校
を
変
え
ま
せ
ん

か
。
広
島
県
教
育
長
も
強
く
推
進
し

て
い
ま
す
。
人
口
の
割
に
子
ど
も
の

少
な
い
本
市
は
あ
る
意
味
で
有
利
、

さ
あ
ど
う
し
ま
す
か
。

答  

教
育
長　
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学

習
環
境
の
実
現
の
た
め
、
児
童
生
徒
と
教

職
員
に
１
人
１
台
の
端
末
を
、
当
初
の
予

定
を
前
倒
し
し
て
今
年
度
中
に
整
備
し
、

具
体
的
な
活
用
計
画
も
各
学
校
で
作
成
す

る
予
定
で
す
。

　
１
人
１
台
端
末
や
デ
ジ
タ
ル
教
材
な
ど

を
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
児
童
生

徒
一
人
一
人
に
合
っ
た
主
体
的
で
効
率
的

な
学
習
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
た

だ
し
、
対
面
や
協
働
に
よ
る
地
道
な
学
習

の
積
み
重
ね
で
身
に
付
く
能
力
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
効
果
的

に
使
い
な
が
ら
学
力
向
上
に
繋
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
時
代
の
変
化
を
見
通
し
な
が
ら
、
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
覚
悟

を
し
っ
か
り
持
っ
て
教
育
行
政
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

問  

玖
波
地
域
は
他
地
域
に
比
べ
人

口
減
少
率
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
、
玖
波
地
域
だ
け
で
は
な
く
、

大
竹
市
全
体
の
衰
退
に
繋
が
る
と
、

大
変
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
下
に
お
い
て
、
玖
波
地

域
の
活
性
化
と
し
て
、
高
齢
者
等
の

た
め
、
玖
波
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
に
つ
い
て
意
見
を
伺
い
ま
す
。

答  

玖
波
駅
は
改
札
口
を
両
方
に
設
け

た
こ
と
か
ら
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
は
、

当
面
は
困
難
と
考
え
て
い
ま
す
。し
か
し
、

人
口
減
少
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
市
の

魅
力
を
高
め
、
人
口
減
少
抑
制
に
つ
な
が

る
取
組
を
議
員
・
市
民
の
皆
様
と
力
を
合

わ
せ
て
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問  

こ
こ
数
年
、
玖
波
学
区
か
ら
他

学
区
へ
通
う
児
童
生
徒
の
方
が
多
く

み
ら
れ
、
大
変
気
に
な
り
ま
す
。

　

教
育
の
一
環
と
し
て
、
地
域
と
関

わ
る
こ
と
は
、
重
要
だ
と
思
い
ま
す

が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
考
え
を
伺

い
ま
す
。

答  

教
育
長　
学
校
選
択
制
度
は
、
毎
年

一
定
の
申
請
が
あ
り
、
必
要
な
制
度
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
各
学
校
で
も
地
域
へ
の

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域
へ
の
愛

情
を
育
む
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
が
児
童
生
徒
に

対
し
、
温
か
く
関
わ
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
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市の考えを問う

西村　一啓

第
五
次
総
合
計
画
の
取
り
組
み

予
定
及
び
計
画
に
つ
い
て

旧小方小・中学校周辺地域

問  

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
、住
ん
で
み
た
い
、住
ん
で
良
か
っ

た
と
感
じ
る
ま
ち
は
誰
も
が
望
む
と

こ
ろ
で
す
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
係
る
以
下

の
課
題
に
つ
い
て
、
取
り
組
み
や
実

施
計
画
を
問
う
。

①
旧
小
方
小
学
校
・
旧
小
方
中
学
校

跡
地
周
辺
地
域
の
開
発
計
画
や
、
晴

海
臨
海
公
園
施
設
の
更
な
る
整
備
計

画
に
つ
い
て

②
中
市
立
戸
線
へ
接
続
す
る
駅
前
油

見
線
の
整
備
計
画
や
、
国
道
２
号
か

ら
玖
波
地
区
に
入
る
右
折
レ
ー
ン
の

確
保
や
、
玖
波
と
廿
日
市
市
鳴
川
地

域
を
結
ぶ
道
路
計
画
は
あ
る
の
か

③
新
町
三
丁
目
地
域
周
辺
の
宅
地
問

題
と
進
入
路
新
設
計
画
及
び
雨
水
排

水
問
題
に
絡
む
新
町
ポ
ン
プ
場
設
置

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

答  

①
現
在
、
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
を
示
す
大
竹
市
ま
ち
づ
く
り
基
本

構
想
等
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
小
方
の
ま

ち
づ
く
り
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
施
策
が
必

要
か
を
考
え
、
困
難
に
備
え
つ
つ
も
、
夢

や
希
望
を
持
て
る
ま
ち
を
市
民
の
皆
様
と

一
緒
に
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
駅
前
油
見
線
の
整
備
は
、
市
民
も
期
待

し
て
お
り
、
今
後
は
優
先
度
を
踏
ま
え
判

断
し
て
い
き
ま
す
。
玖
波
地
区
の
国
道
２

号
か
ら
の
右
折
レ
ー
ン
の
設
置
は
、
広
島

県
を
通
じ
て
国
へ
要
望
し
て
い
く
も
の
と

考
え
ま
す
。
玖
波
と
鳴
川
地
域
を
結
ぶ
道

路
計
画
は
、廿
日
市
市
と
の
調
整
に
よ
り
、

今
後
具
体
的
な
話
が
進
む
と
考
え
て
い
ま

す
。

③
公
共
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
り
、
民
間
で

の
開
発
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
市
が
道
路

あ
る
い
は
ポ
ン
プ
場
の
整
備
を
今
後
実
施

す
る
こ
と
は
、非
常
に
重
要
と
考
え
ま
す
。

議　案　な　ど
細
川
雅
子

藤
川
和
弘

原
田
孝
徳

小
中
真
樹
雄

中
川
智
之

小
田
上
尚
典

賀
屋
幸
治

北
地
範
久

西
村
一
啓

和
田
芳
弘

網
谷
芳
孝

児
玉
朋
也

山
崎
年
一

日
域　

究

寺
岡
公
章

山
本
孝
三

審議結果

議案第３８号 令和２年度大竹市一般会計補正予算
（第４号） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第３９号 令和２年度大竹市土地造成特別会計
補正予算（第１号） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第４０号 議会の議員の期末手当の特例に関
する条例の制定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第４１号 市長、副市長及び教育長の期末手当
の特例に関する条例の制定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第５３号 市長等の損害賠償責任の一部免責に
関する条例の一部改正について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第５５号 大竹市重度心身障害者医療費支給
条例の一部改正について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第５６号

大竹市家庭的保育事業等の設備及
び運営に関する基準を定める条例及
び大竹市特定教育・保育施設及び特
定地域型保育事業の運営に関する基
準を定める条例の一部改正について

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第５８号 令和２年度大竹市一般会計補正予算
（第５号） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ 原案可決

この表は本会議で採決のあと、本人の申告にもとづいて作成したものです。
― : 議長　○ : 賛成　●：反対　欠：欠席　△：除斥（地方自治法第１１７条の規定により審議に参加できない。）

第２回市議会（臨時会）　議案の審議結果表（主な議案）

第３回市議会（定例会）　議案の審議結果表（主な議案）
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